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はじめに 
四季の移り変わりは、森に様々の表情を見

せてくれます。ここでは「森に親しもう―埼

玉の森入門一」 （本誌1996年6月号）の続編

として、森の四季折々の自然観察のポイント

とそれについてのフィールド図鑑について説

明しましょう。 

春 
落葉広葉樹の葉が開く前の森は、春のまぶ

しい光が林床まで届く短かい期間に、花を咲

かせ実を付けるカタクリ、スミレ類、フクジ

ュソウなど春の女神のような草花の季節で

す。スミレ類については、 

いかりまさし 1996 日本のスミレ 山渓

ハンディ図鑑6 山と渓谷社 東京 

が写真で検索でき楽しい本です。 

春は、また樹々に巣をかける鳥たちの繁殖

の季節でもあります。双眼鏡を使って樹を注

意深く見てゆくと巣が見つかる場合がありま

す。決して近づかず遠くから見るにとどめま

しょう。巣については国内のフィールド図鑑

はありませんが、巣のイラストが描かれてい

る次の本が、日本で見られる鳥も割合い多く

掲載されており便利です。 

Hanzak, J 1971 A Concise Guide in Color 

Birds' Eggs and Nests 1-lamlyn London, 

New York, Sydney, Tronto 

夏 
森の樹々や草花がせいいっぱい力を出して  

活動するため、それに合わせて昆虫も花粉や

みつを求め、あるいは葉を食べるため集まっ

て来ます。樹々や草花の種によって集まって

来る昆虫は決まっています。それを解説した

中山周平 1978 野山の昆虫 一昆虫II-

自然観察と生態シリーズ2 小学館 東京

が便利です。樹々の間を、花を求めてチョウ

が舞います。1/3位の種類のチョウは採集

しなくても識別できます。チョウの飛ぶ時の

模様から検索できる 

日高敏隆、藤井恒、海野和男、今森光彦 

1984 フィールド図鑑 チョウ 東海大学出

版会 東京 

があります。とにかく昆虫の名前を、かたっ

ぱしから調べたいときは 

朝比奈正二郎他 1977 旺文社学習図鑑携

帯版 昆虫 旺文社 東京 

が、分布図も入っており、とても使いやすく

できています。 

樹にからまったつるに、シダ類やササの陰

に、林道に沿って森のここ、かしこで咲く花

は決して目立ちませんが、よく探すと小さな

個性的な姿をしています。草花の花の色は誰

でも見分けがつくので、花の色で引く図鑑は

フィールドではとても便利です。プロの研究

者も使っています。全国版は無く、長野県で

見られる冷温帯や亜寒帯の花を中心としたも

のが 

田中豊雄 1993 増補改訂 野の花、山の

花 第3版 ほおずき書房 長野 

また、北日本、特に北海道用として 

鮫島惇一郎、辻井達一、梅沢俊 1993 新

版 北海道の花 増補版 北海道大学図書刊

行会 札幌 

があり、いずれも科毎や季節別に作られてい

る従来の図鑑より使いやすいので版を重ねて

います。秩父や日光でしたら、この2冊とも

私の経験からフィールド用として充分に使え

ます。 

秋 
秋はなんと言っても実りの季節、木の実、 
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認したら、やはりヒグマだったとの経験も数

回あります。冬眠しないヒグマほど、おそろ

しいものはありません。もっと種類がほしい

と言う人には、 

子安和弘 1993 フィールドガイド 足跡

図鑑 日経サイエンス社 東京 

があります。この2冊とも、イヌ、ネコ、ウ

シ、ウマ、ヒツジ、ヤギなどの家畜の足跡も

入れておいてあれば、入門者にとっては便利

でしょう。 

実際のフィールドでは、家畜と野生動物が

入り乱れて、アニマル・トラッキングを残し

ていますので、その区別がひとつのポイント

となります。ま亮、フィールド用とは言え

ず、北海道向けですが、周年を通して様々な

動物の活動の跡、足跡、糞とペリット、尿、 

食痕、動物の身体の一部の落とし物、巣と巣

穴、死体などの様々なフィールド・サインを

写真で示した次の本は、フィールドでの疑問

に答えてくれます。 

エコネットワーク 1994 北海道野生動物

の痕跡を読む ーフィールド・ウォッチング

ガイドー 北海道新聞社 札幌 

おわりに 

森には、ここに紹介した以外にも様々な生

き物がいます。シダ、コケ、地衣類などの植

物、クモ、両生類、肥虫類などの動物と、ま

だまだおもしろい生き物がたくさんいます。 

地方新聞社や大学出版会、地方出版社をたん

ねんに調べて行くと様々なフィールド図鑑に

出会うでしょう。いままで気付かなかった新

しい生き物を見つけたら、それだけあなたの

世界は広がってゆきます。さあ、森へ行き、 

新しい世界を見つけましょう。 

（小荷田行男） 

草の実が森のここ、かしこに見られます。中

には毒がある実もありますから、くれぐれも

注意しましょう。実はその色で種を見分ける

のが、一番わかりやすいです。長野県などの

冷温帯、亜寒帯の植物の実を扱った 

田中豊雄 1989 木の実、草の実 ほおず

き書房 長野 

が、実の色から引くと花まで導びいてくれる

楽しい図鑑です。木の実、草の実は赤い色を

したものが多いようです。 

秋のもう一方の実りはきのこです。しか

し、これも猛毒のものがありますので、食べ

るときはよく知った人と歩いて教えていただ

きましょう。きのこは、死んだり弱ったりし

た樹を分解してゆく役目ですから、例えばア

カマツにマツタケの様に、樹の種類によって

生えるきのこが決まります。このような観点

からわかりやすくきのこを解説したのが、北

海道用として作られた次の図鑑です。本州の

冷温帯や亜寒帯の森で充分に使えます。 

高橋郁雄 1991 北海道きのこ図鑑 亜璃

西社 札幌 

冬 
一面に雪に閉された世界、でも冬眠しない

けものは、その足跡を雪の上に残していま

す。これらのけものの行動の跡をアニマル・

トラッキングと呼びます。ユキウサギの後を

キツネが追いかけていったり、止め足と言っ

てユキウサギの足跡が、突然無くなったり、 

雪上の様々なドラマが読み取れます。 

今泉忠明、高崎有起 1986 アニマルトラ

ック・ハンドブック 自由国民社 東京

は、実物大の足跡が描かれており便利です。 

大きな足跡が雪上に残されており、本書で確 
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鳥の目から環境を調べよう！（中間報告） 

日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

1995年冬から会員の皆様の御協力をいただ

いております 「鳥の目から環境を調べよ

う！」調査は、おかげさまで（表1）の様な

御回答を得ました。 

現在、1995/1996年冬のデータを基に、解

析方法の検討、解析ソフトウェアの開発を実

施しております。 

199 5/19 96年冬の回答分から、回答を寄せ 

られた会員各位の環境区分、餌台、水場、巣

箱を集計した結果を（表2）に示します。ま

た回答を寄せられた方の県内分布を（図）に

示します。 

次回は本年12月から来年1月まで冬鳥調査

を行いますので、前回同様、御協力の程よろ

しくお願い致します。 

（小荷田行男） 

表1 調査概要 

調査期間 回答数 鳥種類 

1995/1996冬 151件 71種 

1996夏 1
シ
 

21
7
 
2

現
 
件
在
 

集計中 

表2 環境区分 

賢議麟事麟護二 。縄議 I餌舞 嬢覇 藻箱： 
1 高層住宅地区 20 1 
2 1 -P2階建て住宅地区 114 57 43 14 
3 商業地区 5 1 
4 エ業地区 4 1 2 
5 農業地区（主に畑） 5 2 2 
6 農業地区（主に水田） 3 2 1 

合計 151 63 49 15 

表紙の写真 

ツミ（ワシタ力科） 

栗橋町の対岸、茨城県在住の会員です。表

紙写真にビデオプリントでもよいとありまし

たので、35ミリ写真の精徹さにはとうてい及

びませんが、初めて応募します。 

今年の春、市内でツミが営巣し、5月は抱 

卵、6月は4羽の雛を育て、7月にかけて次々

と巣立っていきました。 

これは、末っ子かとおもわれる幼鳥がリラ

ックスした一瞬のひとこまです。 

小松崎 清（古河市） 
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地鳴 ＝鼻 コ ナー 

い I1―  、 

楽しい仲間とビールのお蔭で船酔にもなら

ず、目が覚めるとそこは三宅島でした。イソ

ヒョドリが出迎えてくれた港をあとに、まず

は大路池へ。バスを降りるとアカコッコが、 

そしてイイジマムシクイ、カラスバト。初め

てお目にかかる鳥達にウキウキ楽しい1日目

は暮れ、翌朝「台風のため船が欠航」のニ

ュース。空港に急がれたお仕事組には申し訳

ないと思いつつ、私達ケセラセラ組は島一周

の旅へ。雄山のサウナも良かったし椎取神社

は島独特の自然が感じられて大変印象に残り

ました。午後には、残念ながら飛行機に乗れ

なかったお仕事組も加わって、なぜか漁協の

餅撤きへ。私は三袋だったけれど、十袋も取

ったつわものも。そのあとは島の温泉と、盛

り沢山なラッキーな一日となりました。この

台風にプレゼントされた楽しい一日を、思い

出深い三宅島探鳥会を、埼玉県支部のお畿別

と思って、私共は北本市から現住所へと移り

ました。皆さん、どうもありがとうございま

した。 

1 

今年の三宅島探鳥会は帰りの日の朝、波浪

が高く、船が接岸できずそのまま東京ヘトン

ボ返りしてしまい、私達は一日余分に島へ足

止めとなりました。天候には恵まれていたの

で、船が欠航になったことが何ともピンと来

ないまま、どうしても帰りたい人には空港で

キャンセル待ちに並んでもらい、それ以外の

ビデオ撮影組と島巡り組はそれぞれ大いに楽

しみました。午後は漁協の上棟式の餅撤き

に、キャンセル待ち（全員駄目だった）組も

含め皆で繰り出し、そのあと海（大野島＝三

本岳）を眺めながらの露天風呂にビール。宿

では文字どおりの飲めや歌えの大宴会とな

り、私の記憶もあまり鮮明ではありません。 

素晴らしかったのは帰りの船上探鳥で、こ

れまでになく海鳥が多く、乗船から下船ま  

で、飽きることなく探鳥が楽しめました。台

風を回避して海鳥達はかなり北上していたよ

うであり、また、もしかしたら渡りのピーク

に当たったということもあるかもしれませ

ん。コアホウドリやクロアシアホウドリなど

のアホウドリ類も10分おきぐらいに出てくれ

て甲板上は大騒ぎでした。 

禍い転じて福と為す。今年の三宅島はほん

とうにそんな探鳥会でした。去年の中止とい

い、今年の欠航といい、担当した私としては 

「三宅島探鳥会はもう止めだ」とすぐ思って

しまうのですが、帰路の海鳥達の慰めのお蔭

で、私は「来年も頑張ってみるか」 という気

持です。 

7月28日（晴）、探鳥会に参加するように

なって半年余り。貸切りバスでの遠距離は初

めて、胸はドキドキです。 

バスを降りるとそこは湯の丸高原。青い

空、さらっとした風、目にしみる緑、思わず 

「来てよかった」。 

まず池ノ平自然園を一周。道の両側は一面

のお花畑。蝶もオレンジ、黒、黄と花に負け

じと色鮮やかに飛んでいる。 

お目当ての鳥は、赤い前かけのノビタキ夫

婦、梢で気持ちよさそうに歌っているビンズ

イとホオジロ。 「ルリビタキ、ホシガラスも

出ますよ」とリーダー。それらを期待しなが

らおいしい昼食。 

コマクサ園を通りみはらし岳への途中でメ

ボソムシクイのさえずりを聞き山頂へ。小諸

の市街周辺が一望に見渡せて気持が良い。下

山途中でルリビタキのさえずりを聞く（姿を

見た幸せな方もいます）。 

駐車場へ下り休憩していると 「ホシガラ

ス！！」の声。目の前の針葉樹林の中に数羽の

ホシガラスが、枝から枝へ全身を見せながら

大サービス。黒地に白の斑点模様、本当に夜

空に星が輝くような姿に大感激。誰がホシガ

ラスなんてピッタリの名前をつけたんでしょ 
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う。 

3時すぎ、バスは湯の丸高原を出発。ワイ

ン工場でお土産もでき、和気あいあいで帰路

につきました。 

F 

L 
カッコウの鳴く 5月中旬になると、秋ケ瀬

公園（浦和市）に、珍鳥コウライウグイスが

やって来ます。今年も5月16日に初認。 3年

連続の来訪です。 

5月末になると、公園内の野鳥園から、隣

接する浦和ゴルフ場の敷地内に向かって、巣

材をくわえて飛ぶ姿が見られるようになり、 

多くのウォッチャーたちも注目するようにな

りました。 

間もなくメスの姿がなかなか見られなくな

り、オスがゴルフ場内の特定の枝に長い間と 

まって、カラスやオナガを追い払う行動が観

察され、抱卵中であると考えられるようにな

りました。 

秋ケ瀬公園でしょっちゆう顔を合わせてい

るバードウォッチャーたちの集まり、秋ケ瀬

野鳥クラブというのがあるのですが、その会

員である森田真次さん、中田寛さんと私の3 

名は、ゴルフ場の許可を得て、立入調査をし

ました。 

6月27日、巣の中のヒナ 4羽に、メスがエ

サを与えているのをビデオ撮影できました。 

半分消化したものを、吐き出すようにして与

えていました。 

7月6日と7日に各1羽ずつ、2羽のヒナ

が巣立ったことが、ゴルフ場の職員たちによ

って確認されました。残念ながら2羽は巣立

ちできなかったようです。 

本部の研究センターや山階鳥類研究所に問

合せたところでは、コウライウグイスの繁

殖。巣立ちは日本初記録とのことでした。 

その後ヒナはゴルフ場と野鳥園を行き来し

て、親から餌をもらい、すくすく育っていま

す。この写真は、巣立ってから1週間後の7 

月12日に撮影したビデオからプリントしたも

のです。 

鱒腿 

坂戸市鶴舞団地自治会の高麗川改修勉強会 

（児玉達也代表）に依頼を受けた野鳥観察会

を、 8月4日（日）に開催しました。 

建設省が全国11カ所ですすめている「ふる

さとの川整備事業」のひとつとして、坂戸市

鶴舞地区の高麗川が内定し、 「現況を活かし

て川の流路を保全し、住民が遊べる場所と、 

自然をそのまま残す場所を分けて整備する」 

とのことで、野鳥関連では、池や観察舎を造

る案だそうです。 

市議会における市長の発言では、 「専門家

や市民、関係者等で構成される検討委員会で

来年3月までにまとめ、5年間で完成させた

い」という見解が示され、今回の野鳥観察会

は、それに対処する地元住民たちの勉強会と

して計画されたものです。 

説明係は、私ども夫婦に加え、黒木昭雄・

阪口稔両氏にもお願いしました。 

午前9時15分自治会集会所に18人の参加者

が集まり、高麗川鶴舞地区河川敷の団地排水

路につながる湿地と高麗川に挟まれて低木と

草地・薮のある所で11時40分まで観察、カワ

セミ・オオョシキリ・コムクドリなど23種類

を観察しました。 

~ 麹 
白馬高原探鳥会 96' 5月（町田好一郎） 
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	 はみ出し行事案内 

EI 
期日：10月26日（土）~27日（日） 	 ( 

集合：26日午前10時、JR長野駅改札口前 	担当：菱沼 

交通：「特急あさま 1号」 （上野7:00→大宮 	見どころ：里 

7:22→高崎8:10→長野9:51着）、また 	 これ7 

は普通電車（高崎7:13→長野9:27着） 	 足。」 

費用：10, 000円の予定（1泊3食、現地バス 	 アト~ 

代、保険料など）。万一過不足の場合 

は当日清算、現地までの往復交通費は 	 見所二 

各自負担。 

定員：30名（先着順、県支部会員優先） 

申し込み：往復葉豊に住所、氏名、性別、年 

齢、電話番号を明記して、菱沼一充 

( 	 ）まで。 

担当：菱沼（一）、伊藤、岡安、北川 

見どころ：野鳥、紅葉、茸、蕎麦、地酒！ 

これだけ揃えばきっとあなたも大満

足。キビタキなどの夏鳥の居残り組と

アトリなど冬鳥の先発組の競演。マミ

チャジナイや、ムギマキなどの旅鳥も

見所です。 

注意：宿泊は男女別相部屋です。個室のご用

意はできません。 

連絡先いろいろ 

道端に野鳥が降りていたら、まず巣 
臓，・野生鳥獣保護診療機関 

草加市 浜坂動物病院 	0489-24-7446 

春日部市 森田一獣医科医院 	048-735-0532 

蓮田市 柿沼動物病院 	048-769-1132 

川口市 池谷犬・鳥・猫の病院 	048-266-6611 

大宮市 エンゼル動物病院 	048-663-2300 

おおわだ動物病院 	048 一 686 一 6097 

滝沢犬猫鳥の病院 	048-652-2777 

上尾市 川口ペットクリニツク 	048-781-2257 

桶川市 ナカムラペット病院 	048 -7 7 1-79 70 

熊谷市 坂本動物病院 	0485-21-2771 

龍原獣医科医院 	0485-32-1663 

川田動物病院 	0485 一 25-2284 

あらい犬猫鳥の病院 	0485-25-5282 

深谷市 田坂どうぶつ病院 	048 5-71-0508 

アニマルクリニックこばやし 	0485-73-1906 

志木市 嵯峨獣医科クリニック 	048- 471-3567 

所沢市 所沢愛犬病院 	0429-22-2929 

坂戸市 坂戸動物病院 	049 2-89-0090 

東松山市 大山獣医科病院」 	0493-24-2248 

秩父市 浅見獣医科医院 	0494-23-6624 

立ち雛ではないかを確認してくださ

い。巣立ち雛なら、そのままにしてそ

の場から離れてください。親がどこか

から見ています。 

ぐったりとしていたり怪我をしてい

て手当てが必要な時は、暗い箱の中に 

入れて落ち着かせ、体温が下がらない

ようにしてから、傷病野生鳥獣保護診

療機関にご連絡ください。 

治療後のリハビ IJを担当してくれる 

ボランティアによる里親制度がありま

すが、それもこの診療機関で紹介して

くれるシステムになっています。 

越谷市の場合は、市独自の傷病野鳥 

の保護治療・里親制度があります。連

絡先は、0489-64-2111内線 2257 

（越谷市環境部環境保全課環境保全係） 

です。 

各地の環境管理事務所にご連絡ください。 

-5199 	埼玉県北部環境管理事務所 0485 一 2 3-2801 

-4011 	埼玉県秩父環境管理事務所 0494-23-2111 

-1250 

密猟や不法飼育などに関することは、 

埼玉県中央環境管理事務所 048-822 ー 

埼玉県東部環境管理事務所 0480-34 ー 

埼玉県西部環境管理事務所 0492 一 44 ー 
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特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

『 y稀続露耳b播舞王鵬警奪嚇幽1無翻 

期日：9月8日（日） 

集合：午前9時15分 JR総武線船橋駅改札口

付近、集合後京成バス9:40発船橋海浜

公園行きにて終点下車 

担当：佐久間、杉本、菱沼、篠原（東） 

見どころ：公園の沖に拡がる瀬が三番瀬で

す。秋の渡りのシギ・チドリ・アジサ

シ等に加えて、チゴガニ・コメツキガ

二のディスプレイ、それにフジツボ等

の貝の仲間、海岸に生息する多種多様

な生物も観察しよう。 

注意・日陰がなく日差しも強いので紫外線対

策はお忘れなく。 

園 ー 』 
期日：9月8日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居9:03 

発に乗車 

担当：森本、中島（章）、和田、田口、石井 

（博）、倉崎 

見どころ：まだまだ暑いとは言っても、気を

付けてみていると、そこここに秋の気

配が感じられます。少し早いかなと思

うけどコサメビタキ、ショウドウツバ

メ、シギ・チドリなどの秋の渡り鳥を期

待して歩きます。晴れると河原は日差

しが強いので防暑対策をお忘れなく。 

墜墨覇 
期日：9月14日（土） 

集合：午前10時30分 金田海岸潮干狩場駐車

場 

交通：JR新宿8:08発「ホリデー快速内房号 

（全車自由席）」→姉ケ崎にて乗換え 

9:37発→袖ケ浦9:46着・下車。現地ま

でタクシーにて15分、埼玉からはホリ

デーパス利用が便利でお得（2000円） 

解散：現地にて15時頃 

担当：中島（康）、松井、桜庭、新堂、佐藤

見どころ：東京湾に唯一残った広大な自然の

干潟に、渡りの途中の鳥達が羽を休め 

ていきます。シギやチドリをはじめ干

潟の自然もウォッチング。 

注意：柔らかく水気を含んだ砂浜を歩くので

ゴム長靴が必要です。防暑対策も。 

鷹鷲鷺 驚鷲類嬢蕪鷺議鷺鳶I 
期日：9月巧日（日・祝） 

埼玉県支部では、春と秋の2回、独自のシ

ギ・チドリ類の調査を行っています。特に下

記の地点では、より多くの会員の参加とご協

力をお願いいたします。 

◆秋ケ瀬（浦和市・大宮市） 

集合：午前9時30分 大久保浄水場の北西角

付近の土手の上、グラウンド入口。 

担当：石井 智 

解散は昼ごろの予定。雨天でも行いま

す。調査のため参加費は不要です。 

-8ー 



『刑」Il 
期日：9月15日（日・祝） 

集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時 浦和市立郷土博物館前 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、渡辺（周）、手塚、伊

藤、笠原、若林、倉林、岡部、兼元、 

森 

見どころ：今年の夏は暑かった。まだ残暑は

続いているが三室の探鳥会に集まろ

う。きっといいことがあるだろう。カ

モや渡りのシギ・チドリ達がやすんで

いる。斜面林に久しぶりのエゾビタキ

が見られるかな。 

「二m 一 費とニ』’ 
期日：9月22日（日） 

集合：午前8時30分 秩父鉄道寄居駅北口

交通：秩父鉄道熊谷7:44発、またはお花畑 

7:45発、東武東上線川越7:20発寄居行 

き特急に乗車 

担当：田口、小池、和田、林（滋） 

見どころ：子育てを終えたタカ達も南へと渡

る時期になりました。サシバ・オオタ

力・ノスリなどが期待できます。今回

は集合時間を早くして山頂での渡りの

観察をじっくりと行いたいと思います。 

1IコlJ、 Jり 	d 

期日：9月22日（日） 

集合：午前9時 西武新宿線狭山市駅西口

交通：西武新宿線本川越8:43発、または所沢 

8:45発に乗車 

担当：長谷部、高草木、石井（幸）、藤掛、 

小野、中村（祐）、山本 

見どころ：川辺を歩くと虫の音、足元の草

花、吹く風にも秋色ようやく濃くなっ

たことを感じます。渡り途中の鳥との

出会いが楽しみな入間川へどうぞ！ 

騒―立ー‘ 

とき：9月28日（土）午後1時～2時ごろ 

会場：支部事務局108号室 

「二  電翻 
期日：9月29日（日） 

恒例の調査です。一日空を眺めているだけ

で、貴重なデータが得られます。初めての方

でもお気軽にどうぞ。雨天（小雨でも）中

止。この場合10月6日（日）に延期します。 

調査のため参加費は不要です。 

◆天覧山（飯能市） 

集合：午前9時から正午まで、ご都合の良い

時間に山頂展望台にお越しください。 

交通：西武池袋線飯能駅から徒歩30分

担当：佐久間 

他に下記の地点でも調査します。 

◆鐘撞堂山（寄居町）・山頂 

◆堂平山（都幾川村）。天文台下の駐車場 

◆物見山（東松山市、鳩山町）・山頂展望台

調査時間は朝から正午過ぎまで、お近くの

方はご都合の良い時間にご参加ください。 

r mlIl日 ］ 

期日：9月29日（日） 

集合：午前9時 東武越生線川角駅前 

交通：東武東上線川越8:12→坂戸にて越生線

乗換8:41→川角8:50着、または寄居 

7:43→小川町乗継ぎ坂戸にて越生線乗

換8:25発に乗車 

担当：高草木、藤掛、石井（幸）、青山、久

保田、志村 

見どころ：南へ帰るツバメの群れを見送っ

て、カモ達の着水は9. 80の高得点。夏

の賑わいも遠くなり、静かになった水

辺では、力ワセミ、ヤマセミが身近に

見られる。そんな期待に応えてくれる

所です。 

◆io月の行事予定 

10月6日（日）北本市石戸宿定例探鳥会 

浦和市民家園周辺定例探鳥会 

◆行事案内は7頁にも掲載しています。楽し

みいっぱいの県外探鳥会の案内です。 

I 
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、一 一j鳶三三一 
荒木恒夫、江浪 功、海老原教子、海老原美夫、 

大坂幸男、尾崎甲四郎、門谷直樹、小林孝太郎、 

樫庭 勇、中村策男、藤野富代、前海明男、森

力、安原久子、谷津弘子 

事子 

コサギ カルガモ タカsp コジュケイ シラ 

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ マガ

モ カルガモ コガモ オオタカ ハヤブサ コ

ジュケイ キジ クイナ バン キジバト カワ

セミ コゲラ ヒバリ ツバメ ヒョドリ モズ

シロハラ ツグミ ウグイス ヤマガラ シジュ

ウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ

カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ カケス

ハシボソガラス ハシブトガラス（36種）歩きだ

して間もなくシダレザクラ近くの林に2羽のオオ

タカが飛び込んだ。目の前を通過し、よく見られ

た。エドヒガンザクラの上空ではカワウの編隊が

何度も旋回してくれた。子供公園横の林でフェン 

ス越しにカタクリの花を観察。 	（岡安征也） 

コバト キジバト ホトトギス コゲラ ヒバリ

ツバメ ヒョドリ モズ ツグミ ウグイス エ

ゾムシクイ シジュウカラ メジロ アオジ カ

ワラヒワ スズメ ムクドリ カケス オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（25種）ゴーノレ

デンウイークの2日目。晴天の休日で人出も多く、 

条件は良くない。開始直前から久し振りにシラコ

バトが出現。初めて見た人もいて皆満足。林の中

で、エゾムシクイのさえずりが聞こえていたが、 

姿を確認できず残念。期待のムナグロは、田圃に

水が入っておらず、見られなかった。 （吉安ー彦） 

浅見健一、浅見 徹、浅見良太、新井良夫、荒木

恒夫、石井 智、海老原教子、海老原美夫、佐久

間博文、竹内設雄、陶山和良、中村 隆、福井昭

子、福井恒人、芳川伸一、吉田時規、吉本冨美子、 

渡辺喜八郎 

雨のため中止。 

「
 

天気二

ノスリ コジュケイ キジバト カワセミ コ

ラ ツバメ ヒョドリ モズ ツグミ ヤブサメ

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

ワラヒワ スズメ ムクドリ カケス ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（20種）メジロの鳴き声

に送られてスタート。入山沼のカワセミが印象的

であった。一寸風はあったが、さわやかで、田、 

野の花々、山ツツジ、八重桜、ボケ、レンゲと色

とりどりであった。鳥は少なかったが、自然の豊 

かさを感じられるコース。 	（内藤義雄） 

「肩

カイツブリ カワウ ゴイサギ コサギ カルガ

モ コジュケイ キジ キジバト カッコウ ツ

ツドリ カワセミ コゲラ ヒバリ ツバメ イ

ワツバメ ハクセキレイ ヒョドリ モズ アカ

ハラ シロハラ ツグミ オオョシキリ エゾム

シクイ センダイムシクイ キビタキ オオルリ

エゾビタキ ヤマガラ シジュウカラ ホオジロ

アオジ カワラヒワ スズメ コムクドリ ムク

ドリ カケス オナガ ハシボソガラス ハシブ

トガラス（39種）久々の平日探鳥会。はたして何

人の参加者があるか？との心配をよそに、52人の 
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参加をいただき、しかも前日までの雨もからりと 

晴れ上がり、新緑も一段と鮮やか。夏鳥の王者オ 

オルリ、キビタキも全員がばっちりと見ることが 

でき大満足でした。 	 （松井昭吾） 

lJ %5月葺日 

嘱“k ン・参加 :2A電墜奮 
カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ カルガ

モ チョウゲンボウ キジ バン コチドリ ム

ナグロ キジバト コゲラ ヒバリ ツバメ ハ

クセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ ツグミ

オオョシキリ セッカ キビタキ カワラヒワ

スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（27種）集合地点でキビタキが1羽

出現し、幸先よいスタート。元荒川沿いをバンや

カワウ、オナガなどを見ながら歩き、田植えの行

われているあぜ道に入ると、60羽位のムナグロの 

群れが見られた。 	 （中島康夫） 

5月11柳2国ぐ生パン日う 長野県‘白馬山r 

り8入一く末気 II胤J 

コサギ アオサギ カルガモ コガモ トビ ノ

スリ チョウゲンボウ コジュケイ キジ キジ

バト アオバト ツツドリ アオゲラ アカゲラ

コゲラ ヒバリ ツバメ イワツバメ キセキレ

イ ハクセキレイ セグロセキレイ サンショウ

クイ ヒョドリ モズ キレンジャク ヒレンジ

ャク コルリ ルリビタキ クロツグミ アカハ

ラ ツグミ ヤプサメ ウグイス メボソムシク

イ センダイムシクイ キビタキ オオルリ コ

サメビタキ エナガ コガラ ヒガラ シジュウ

カラ ゴジュウカラ メジロ ホオジロ カシラ

ダカ ノジコ アオジ アトリ カワラヒワ イ

カル ニュウナイスズメ スズメ コムクドリ

ムクドリ カケス オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（59種）何年ぶりかのバスツアー。 

松本を過ぎ白馬連峰が見える頃、蒼花見湿原を散

策。鷹狩山では早くもオオルリに面会。姫川湿原

では、キビタキに至近距離で遭遇。宿に到着。タ

食はオーナー心づくし。少しだけ（?）アルコール

を頂き、後は鳥談議と野鳥ビデオ観賞。夜半の大

雨も早朝には止み、幾簡笛でコルリやクロツグミ

に会えた。焼き立てのパンを頬張りながらモー二ー 

ングコーヒー。はやる心を押さえながら上部林道

ノ＼。いや、出るは出るは。オオルリ、キビタキ、 

ヒ p キレンジャク、アオバトと山道を駆け足で行 

ったり来たり。ああ、しんど。にほめの一歩の渡

辺オーナー＆鳥たちに多謝。 （町田好ー郎） 

磐警碑,鯛（類 
に．二 JJ 警JJfl: 28A: 
カイツブリ カワウ カルガモ トビ サシバ

チョウゲンボウ コジュケイ キジ キジバト

アマツバメ コゲラ ヒバリ ツバメ ハクセキ

レイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ツグミ

ウグイス オオョシキリ セッカ ムシクイsp 

シジュウカラ ホオジロ アオジ カワラヒワ

スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（30種）オオルリやキビタキなどの渡りの途

中の鳥を期待してのスタートだったが、野鳥の森

に入っても声一つ聞こえず、がっかり。それでも、 

途中の畑でキジJを全員で見られたし、サシバや 

オオョシキリも見られた。 	（中島康夫） 

'5絢17っ●20甘％（覇～月） 」東京郡媛宅属魁

電 J 参加て:19人 二天き主騒、横 曹％, 
コアホウドリ クロアシアホウドリ シロハラミ

ズナギドリ オオミズナギドリ ハイイロミズナ

ギドリ ハシボソミズナギドリ オーストンウミ

ツバメ ウミウ ミゾゴイ ゴイサギ アマサギ

ダイサギ チュウサギ コサギ クロサギ アオ

サギ コガモ ミサゴ トビ コジュケイ キジ

バン ムナグロ キョウジョシギ キアシシギ

イソシギオオトウゾクカモメ トウゾクカモメ

シロハラトウゾクカモメ ウミネコ ウミスズメ

カンムリウミスズメ カラスバト キジバト カ

ッコウ ホトトギス アオバズク アマツバメ

カワセミ コゲラ ツバメ ヒョドリ モズ ミ

ソサザイ コマドリ コルリ イソヒョドリ ア

カコッコ ツグミ ウグイス ウチヤマ（シマ） 

センニュウ オオョシキリ イイジマムシクイ

キビタキ ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホ

オジロ アオジ カワラヒワ スズメ ハシブト

ガラス（62種）島では、鳥も料理も期待どおりだ

ったが、台風のために帰る日の船が欠航という超

ハプニング。1日遅れの帰りの船上では、台風を

避けて北上したものか、海鳥力激多く見られた。 

アホウドリ類も東京湾に入るまで、10分おきぐら

いに姿を見せ、時には一度に3羽も現われた。ま

た、小笠原海域でないと見られないはずのシロハ

ラミズナギドリやグンカンドリとおぼしき鳥が出

るなど、甲板上は盛り上がった。 （榎本秀和） 
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た種を報告することで、このイベントに参加

します。 
各自が探鳥会以外の観察記録をお送りいた 

菅出 	 だく場合は、次の宛て先にどうぞ。 

護事業計画 	FAX 0l20-238666 

）に対し、 電話 0120一 004361 

部長宛て、 	電子メール r-bird邑 wnn. or. jp  

問い合せ電話番号は、0120-017412です。 

しらこばと 

●鳥獣保護区設定に関する要望か需出

県で現在策定中の第8次鳥獣保護事業計画 

（対象期間：平成9年度～13年度）に対し、 

当支部では、7月31日付け県環境部長宛て、 

次のような要望書を提出しました。 

「近年一般県民の自然志向が強まり、県下全

域において多くの県民が自然散策・自然観察

を楽しむようになり、狩猟を行うものとー般

県民の距離が日常的に縮まり、事故の危険が

増大しつつある一方、貴重な自然資源・野生

鳥獣は日々減少しつつあります。この現状か

らすれば、県内すぺてを少なくとも銃猟禁止

区域に指定すべきと考えますが、特に次の3 

箇所については、銃猟禁止区域に指定して頂

きたく、重点的に要望します。 

1，坂東大橋銃猟禁止区域の上流、上里町鳥

川・神流川銃猟禁止区域に至る地域。 

2，美里南部銃猟禁止区域の南側、金尾山銃

猟禁止区域の東側に当たる寄居町鐘撞堂山

とその周辺地域。 

3,行田銃猟禁止区域に接するさきたま古墳

公園周辺地域。」 

各地域の要望の理由についての詳細は省き

ますが、野鳥の越冬地として重要なところ、 

銃猟による事故が懸念されるところというの

が、主な理由です。 

●第2回NTTワールド・バード・カウソト 

昨年10月8日に開催されたバードソンは、 

第1回のワールド・バード。カウントを兼ねて

いたのはご存じでしたか。日本国内のバード

ソンの結果も合わせて、世界51の国と地域か

ら2, 764種の野鳥が報告され、1種類につき 

10ドル、全部で27, 640ドルが、NTTからバ 

ードライフ・インターナショナルに寄付され

ました。 

第2回の今年は、9月28日（土）~10月13 

日（日）の期間中に世界各地で観察された野

鳥1種につきL000円がバードライフ・インタ 

ーナショナルに寄付されます。 

当支部は、期間中の支部探鳥会で観察され  

麟9月の事務局 土曜と日曜の予定 

14日（土）編集会議、研究部会 

21日（土）校正作業 

21日（土）役員会議 

28日（土）袋づめの会 

●会員数は 

8月2日現在2, 660人です。 

7月1日 『しらこばと』7月号発送作業。 

7月13日 8月号編集会議。研究部会。 

7月20日 8月号校正作業（海老原美夫、喜

多峻次、桜庭勇、新堂克浩）。 

7月21日 役員会議（司会・工藤洋三、各部

の報告・ワールドバードカウント参加・鳥

獣保護区設定要望。トランシーバー購入。 

役員会のあり方・その他）。 

7月29日 『しらこばと』8月号発送作業。 

7月29日 鳥獣保護区設定に関する要望書作

成（事務局）。 

編 集 言己 

騒々しくて暑い日が続き、ウーロン茶や＋

六茶の22ペットボトルのカラを量産してし

まった。水っぽく夏太りする私は、水航●の

生まれ。 

職場の仲間と富士山に登りました。日本で

最初に探鳥会が行われたという須走から入山

しましたが、夜中に登ったので、何も聞こえ

ません。帰りはさすがにメボソムシクイやル

リビタキが賑やかでした。疲れたので、今月 

の野鳥情報は、お休みです。 	（藤原） 
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